
先月、アフリカ大陸の最高峰キリマンジャロ山の
キボ峰に登ってきました。標高５８９５ｍ。日本一の

富士山よりも更に２０００ｍ以上も高い地点は初体験でした。山
頂は、確かに空気が薄く通常の動作をするとすぐ息切れがする
世界でした。登山隊１０人のうちで５８９５ｍのアフリカ大陸の
てっぺんまで登った人は私を含めて３人でした。辛く苦しく厳しい
登山でした。登頂するため事前準備を着実に重ね、避けられる
リスクは回避し、初志貫徹。結果、輝ける山＝キリマンジャロ山
頂の朝日に輝く氷河を目のあたりにしたのです。ジム生諸君。
目標を高く掲げ、自らの足元をシッカリ見つめ、着実に前進して
いこう。その先に君たちにとっての輝ける山があるのです。

ＷＯＷＯＷのエキサイトマッチで世界タイトルマッチを
度々観戦します。目にもとまらぬパンチで対戦相手が

崩れ落ちるシーンをスローモーションでリプレイするので瞬時に起
こったことが視覚化できますが、世界一を競う選手たちのパンチス
ピードの速さとテクニックに脱帽します。

司は、体調は十分だったが相手を
見過ぎたようだ。６ラウンドのバッ

ティングは左ジャブのヒッティングによるカットに見えたが
バッティングの判定ですぐに止められてしまった。残念な結
果だった。
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林林 涼樹涼樹 ４Ｒ４Ｒ--惜敗（惜敗（9/27)9/27)
９月２７日、林涼樹は東日

本新人王２回戦に登場した。
林涼樹の対戦相手の堀陽太
選手(横浜光ジム：５戦５勝
３ＫＯ)は元高校王者。昨年
の東日本新人王戦は怪我の
ため準決勝を棄権したサウ
スポー。涼樹も５戦５勝２
ＫＯで無敗通しの戦いは実
質的決勝戦。
１ラウンド、お互い探り
あいでパンチが少なかった
が２分過ぎに堀選手が連続

パンチで涼樹の顔面を捉えた。２ラウンド、逆に涼樹の右ス
トレートが次々にヒットし堀選手の左目下を切り裂く。３ラ
ウンドも流れは涼樹で堀選手の流血でドクターチェックが入
る。勝敗は４ラウンドの攻防にかかったが、涼樹の手が全く
出なくなった。堀選手もパンチは少ないが涼樹はどこか痛め
たのだろう。判定結果は39-38,38-39,38-39の1:2のス
プリットデシジョンで涼樹の判定負けとなった。非常に残念
な展開だったが勝敗を分けたのは４ラウンドだった。
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１０月１１日 後楽園ホール

斉藤 司 ６Ｒ負傷判定負け！

三谷会長のコメント

１１月０７日 三谷大和ジムスパーリング大会「戦気杯」
１１月２６日 鬼ヶ島竜、岩井 大、篠塚和也、
１２月０６日 福本雄基(日本Ｓフライ級タイトルマッチ)、

ごんごちゃんは見た！！

三谷大和スポーツジムニュース Ｎｏー３３

１０月１１日、１２連勝中の斉藤司が第３試合に登場した。
対戦相手は木村毅選手(緑ジム：1９戦９勝(2KO)6敗4分)で
58kg契約。
１Ｒ：司の立ち上りはいつも硬いが、左で距離を測りなが
らの右ストレートやショートフックが決まる。
２Ｒ：右ショートフックはヒットするが２分３０秒に相手の
ストレートを被弾しバランスを崩す。木村選手は早くも鼻血
を出す。司は常にプレスをかけた戦い方だ。
３Ｒ：司の手数が少ない。木村選手はガードの上からも打ち
続け、司の被弾も目立つ展開となってきた。
４Ｒ：前回同様に司の手数が少ない。司は右目上を相手のパ
ンチによりカットした。司の動きが重い。
５Ｒ：司のカットに対してドクターチェックが入る。司はい
まひとつ攻撃の波に乗れない。木村選手の右目下が腫れだす。
６Ｒ：司の動きが軽快になりパンチスピードが増す。本来の
動きが出てきたと思った５６秒に偶然のバッティングで木村
選手が右目上をカットし、試合続行不能と判断されそのまま
負傷判定。結果は１：２(57:58、59:57、57:58)のスプ
リット・デシジョンで司は１３戦目で初敗戦となった。司の
本来の動きが出始めた直後だっただけに残念な結果だった。

勝負だから勝つこ
ともあれば負けるこ
ともある。勝つこと
よりも負けた時の方
が本人にとっては学
ぶことが多いだろう。
司はまだ１９歳だ。
この負けを糧として
もう一皮むけた選手
になり、リング上で
ギラギラした闘争心

溢れる試合で再登場するのを待っている。

編集後記

ＮＯ－３３

マスコットの
ごんごちゃんです！

10月11日 後楽園ホール

三谷会長のコメント オニギリは今日はいい調子だった。
パンチが的確だった。今日の動きを

忘れないことだ。凄く良かった。堀選手があれだけ連打を
打ってきたけれど、次々にパンチを外していった。判定は
２：１に割れたけれど、どちらが勝ってもおかしくない内
容だった。堀選手はインターハイ・チャンピオンだけどオ
ニギリは怯むことなく戦った。オニギリは研究熱心だから
これから伸びるよ。


